労働問題アドバイザーになろう（アルバイト）
労働問題アドバイザーとして、事例について、どのようなアドバイスをしたらいいか、ポケット労働法などのWeb資料を使って調べて適切な解決法を考える。
Web資料：「TOKYOはたらくネット」の「労働相談・労働情報」から「労働関連資料・パンフレットダウンロード」を選び、「どうなる？こんなトラブル! パート・アルバイト、派遣社員、契約社員で働く方のためのQ&A」「ポケット労働法」などの資料を使って調べる。
【例題】
①1年近く働いているバイト先で「有給休暇」が取れないか相談したら、店長から『アルバイトに有給休暇はない』と言われました。
②「有給休暇」をとらなかったので、その分を勤務として支払ってもらうことはできるのですか。
③急用ができて欠勤したのですが、後日「有給休暇の扱い」にして欲しいと上司に頼んだら「無断欠勤」だからだめと言われてしまいました。何とかならないのでしょうか。
④アルバイト中に、勤務先の物品を壊してしまいました。店の規則で全額を当事者が弁償し、給料から差し引かれることになっています。高価なものだったので何とかならないでしょうか。
⑤アルバイトで配達中に転んでしまい、足を骨折してしまいました。働けなくなり、治療費もあって困っています。
⑥アルバイト先で仕事中に自分の不注意もあって怪我をしてしまいました。上司から自分に怪我の責任あるのだから労働災害にはならないと言われました。
⑦アルバイト先で昼の休憩時間中にお茶を入れようとして火傷を負ってしまいました。上司からは勤務時間ではないので労災は申請できないと言われてしまいました。
⑧パートの勤務時間を増やしたら「雇用保険料」が毎月の給料から天引きされるようになってしまいました。なぜでしょうか。支払ったら何か有利なことがあるのでしょうか。
⑨早く帰りたいので『休憩時間はいらない』と言ったのですが、店長は聞いてくれません。休憩時間のルールはどうなっているのでしょうか。
⑩アルバイト先では､時間厳守で遅刻したら、懲戒として日給の半分を没収と言われています。遅刻はみんなに迷惑がかかるので仕方がないとは思うのですが、どうなんでしょうか。
【参考資料】

TOKYOはたらくネットトップページ > 労働相談・労働情報 > 労働関連資料・パンフレットダウンロード
■「ポケット労働法」
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/sodan/siryo/pocket/index.html
■どうなる？こんなトラブル！パート・アルバイト、派遣社員、契約社員で働く方のためのＱ＆Ａ
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/sodan/siryo/dounaru/index.html
労働問題アドバイザーになろう（アルバイト）ワークシート１
１．例題に対してどのようなアドバイスができるか調べてみよう。
【例題】
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　①結論として伝える内容
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　②結論の裏付けとなる法的根拠
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　③労働関係法規で示されている内容
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　④配慮すべき事項として取り上げること
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２．例題を調べてみて気付いたこと、話し合いやグループでの取り組みで気付いたこと
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日付　　　／　　　クラス　　　　　　番号　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　
労働問題アドバイザーになろう（アルバイト）ワークシート２
１．発表内容をメモする。
【例題】
①1年近く働いているバイト先で「有給休暇」が取れないか相談したら、店長から『アルバイトに有給休暇はない』と言われました。
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②「有給休暇」をとらなかったので、その分を勤務として支払ってもらうことはできるのですか。
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③急用ができて欠勤したのですが、後日「有給休暇の扱い」にして欲しいと上司に頼んだら「無断欠勤」だからだめと言われてしまいました。何とかならないのでしょうか。
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④アルバイト中に、勤務先の物品を壊してしまいました。店の規則で全額を当事者が弁償し、給料から差し引かれることになっています。高価なものだったので何とかならないでしょうか。
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⑤アルバイトで配達中に転んでしまい、足を骨折してしまいました。働けなくなり、治療費もあって困っています。
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⑥アルバイト先で仕事中に自分の不注意もあって怪我をしてしまいました。上司から自分に怪我の責任あるのだから労働災害にはならないと言われました。
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⑦アルバイト先で昼の休憩時間中にお茶を入れようとして火傷を負ってしまいました。上司からは勤務時間ではないので労災は申請できないと言われてしまいました。
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⑧パートの勤務時間を増やしたら「雇用保険料」が毎月の給料から天引きされるようになってしまいました。なぜでしょうか。支払ったら何か有利なことがあるのでしょうか。
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⑨早く帰りたいので『休憩時間はいらない』と言ったのですが、店長は聞いてくれません。休憩時間のルールはどうなっているのでしょうか。
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⑩アルバイト先では､時間厳守で遅刻したら、懲戒として日給の半分を没収と言われています。遅刻はみんなに迷惑がかかるので仕方がないとは思うのですが、どうなんでしょうか。
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２．発表を聞いた感想
日付　　　／　　　クラス　　　　　　番号　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　
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